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　　　　　2．t，天称変花詞（動詞類）の形態素規則　　「．　i・，1，，…一｝’．二㌫‘㌧r’・iI－y’・i

　　　　．22！施変化詞（名詞類）・の形態素規則が浮1・涜糠き呂麗顕罐簸妻湊

　　　　3’・・K°n⌒の問題（以上本号）　　・糎ぎ麟鹸灘

　　　　　　　　　　　　　　　0．康ul，）㌻．㍑　り’・・…1・．鱈だ1：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ζこにぶ甜∈　吉き：；き．嚢．：、

這語輪にee’bをも？熱と・て汲論を総鰭撚さ鮪鎮触・
て，理論の妥当性を検証したり，あるいは新たな問題発見のrCがかりとし

て，・コンピュ，一タは魅力的なッールである。とくに近年のいわゆるパソコン

の急激な技術革新と普及により記文科系の研究者の間でもコンピュータはい

っそう身近なものとなりつつある査．．　　’Jt．・t－　－tt

　コンピュ・一タ工学の分野では，最近のAL（人工知能）・プざムΩ高まり・Q

中で，自然言語処理ないしは自然言語理解といった分eqp：重点的な研究課題

の一T－・Lつ．となり｝例えばその応用の成果の7つである機械翻訳システムが，一ま

だまだ不十分なものとはいえ，企業サイ．ドで続タ開発・商用化されるに及ん

でいる2≧6ン・・ご　・・i・il・、：tt　　口㍉、”“　一“　三．≡1旨、噴工：三パ1茎：○で

舜ロジピぶひ久言語学til：tという学間分塗が応用言語学の特殊な三領域の枠
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を超えて広く市民権を得，熱い眼差しをもってさえ語られるようになったの

もこうした気運と無縁ではないだろう。

　従来国内で重点的に研究されてきた言語は，社会的要請からも当然のこと

であるが，英語と日本語である。筆者は一ゲルマニストとして，ドイツ語の

機械処理に関心をもち，現在パソコン上のProlog処理系を用いたドイッ文

解析システムを作成中である3）が，ここでその一端を紹介するとともに，と

くにドイツ語を処理する場合の問題点に言及しておきたい。

1．自然言語処理における文解析のプロセス

　自然言語処理における文解析のプロセスは，一般に次の四つのステップを

踏むとされる4）。

　　1．形態素解析

　　II．構文解析

　　III．意味解析

　　IV．文脈解析（談話解析）

　以上の流れは，文法理論における形態論，統語論，意味論，テキスト文法

（ないしは語用論）と，いわぽパラレルな関係にある。1では，与えられた

文連鎖を単語に分け，必要ならぽ形態素規則によって原形を取り出し，辞書

引き可能な状態にする。IIでは，辞書と構文の規則によって文の構造記述を

与える。IIIでは，例えぽ格関係といった文の意味情報を与えたり，文の整

合性や同義性を判断させる。IVでは，代名詞の照応関係とか前提など，文

を超えたレベルの情報を扱う。このうちHIおよびIVは，理論的にも，とく

にその定式化については不明の点が多く，本格的な解明は今後の課題であ

り，現状の実用システムにおいても，当面の処理に必要で，比較的定式化し

やすい現象を経験的手法によって組み込んでいるのが現状のようである。筆

者のシステムも目下のところは，選択制限ないしは分布と呼ぼれる文の整合
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　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイッ語の機械解析に向けて（1）（山田）　’

性を判定さぜるための意味的情報5）は扱っているものの；．ぼぼIIまでの処理

に限定している。以下本号では主としで1の形態素解析について検討し，文

解析のメインをなすHの構文解析についてば次号で稿をあらため淀考察する

ことにしだい。　　　　　　　　・◎1触ぶiヤ1、　’・　　　　、・・

　　　　　　　　　　　　　．・　1’，ぷ≒εに！”：　　∵り

　　　　　　　　　2．ドイッ語の形態素解析・

　　　　　　　　　　　　　　．言rj－　　’　　　　．r「三・1バー．1，∵

　前章で述べたとおり，形態素解析とは，、与えちれた文連鎖を単語に分け，

形態素規則によって原形情報を得，辞書引き可能な状態にずる已連の作業で

あるが，1一筆者が対象としているドイツ語など欧米語では；〈文字言語を前提

とする限り）あらかじめ単語の分がち書きがなされているので，文連鎖を単

語に切り分ける作業は省略できる。一方，とくにドイヅ語のX；うitz：語形変化

の激しい言語では，形態素規則の導入は不可欠であり，その規則の数もあ

る程度膨大なものとならざるを得ない。以下ではドイツ語の形態素規則を

Prologで表現する手法を，人称変化詞（動詞類）．〕および格変化詞（名詞類）

の二つに分けて考えてみることにする。．・∵’、”　　1

　　　　　　　2．1．人称変化詞（動詞類）の形態素鏡則’

　ドイツ語の形態素規則で問題となるのは，もっ・ばら語尾の変化である。例

を動詞にとって言うと，ler　singtにおけるsingtムいう定形から：singenと

いう不定形を得る手順である。この処理のためには，文字洌の操作，すなわ

ち上の例に即していうとsingtを画ngとtに分解し，’語幹singに不定形語

尾enを付加する処理が必要となる。次のProlog艇よるプP．iグtラ：ムは，こ

の処理をおこなう動詞現在人称変化の規則である6・・，，、

　　　　　　　　　　　　　　　　　「．〕’∨　　t’・・；”’t．、，　／t　一：　一．

　・三誕F醗窪yp，tPf，　sg，1，　ps，　Syn，　S頃ら遮汀pn溌：⊇1’．・’∴ら蘂∵⇔・

　　　　11ame（FV，　FCode），、　一　　÷唐　．1．　tttt
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　　．IY　i’　　、．『－㌔1・h・．㌦．”－’’”：・t’・言’s「・ビs　t　’：・・‘、llご’漂“

IT：蘂，｛二・㌻a｝P熊趣猷SC碩鶴［101］》．・rFC．ode）1；i，，・i聯民紅聾桓㌦・．1、1；一’1”．バ’．司ご・1・Yll・’；・，

三．・・パ恒a漁Pen《1CS＠醐ぽ；［101yコユ0］、，　ICd　dの）i．．：にゴ1・邑　　　　，　k’・．　　　．㍑　　・・

　　　　三na血e（IV，、ICode）ξ　　．　　　ご・．　　　・．「；1．’∴

　　　　v（IV，　inf，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）‘．・・’，　　　　％1人称単数現在

　　v（FV，　Typ，　Pf，　sg，2，　ps，　Syn，　Sem，　IV，Jpn）：－

　　　　name（FV，　FCode），1・・…　　　11［∵…　　；

　　　　append（SCode，［115，116］，FCOde），

　　　　append（SC6de，［i101，110］，ICode）仁・：．．ト，

㌔ ・… n’ame（IV，　IGPde），∴．tt．．㌶☆∴・1：・：：ピ・．已　　．　1．・一・．：・l

f，一，ll，　i・∴，v（1’V；・iitiif，　Typ，　IPfj　Syn；Seh1，　Jpn）⊆・？’　・　．’；’　1、・　tt　l・／：％2入称単数現在

三ぽ嘩（瓢ξξ醐謬寂Sgジ3グ傷・SW）Sem；灘汀pn漁；：パ・．L　t．／1’・録、　”∴「：∴・

　　　　　　　　　　　　　　　　．1”　∴ミー、三こご；；・己ぶゼ・”｝　．jii∴㌦．・il，　L，、，

　　1；1い’－aPtsend（Scoldei・［116］I　FCode）；こ；／’『ぺ’iii…．．∴：・　　　　　．、　、，■’

TL．1．・・ヒ append（SCode，［101，110］，ICode），　　　　　　　　　　　・一　’

　　　　name（IV，　ICode），　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　一｝三．．、・、『｝

　　　　v（IV，　i㎡，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）．・　　　　　　％3人称単数現在

v（Vぼyp・P｛鰻身s・15四・§g鰻J・F）、㌧，

　　　　v（V，i㎡，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）．　　　　　　％：1人称複数現在

：1・i　／v・（FVラTl碗），　Pf，・Pl，・2，・ps，　Syn，　S㎝，lIV，」ρh），：≡II三・、，．．．、

　　　／na血β（iEY；・－FCode），・・’：・’　　・’←・○．恒き㌶　　　、一、／v　p・

　　　　al）卵血11‘SC6de，［116］，FCode）》’”、：　　．心　，T，．・’1、v・－t　　　．“

．：．、・ 　appe亘d（SC6de，．［101，110］，’ICOde）i”・デ三圧・，一．”　　　　　　　　．ζ…・

　　　　n㎜e（r閤Cぴde）s∴・　．，，，．．『≡・：ti．‘1・，．

　　　　v（IV，　i㎡，　Typ，　Pf，　Syn元Se㎡，　JphX．’．’，、．1・　　　％2人称複数現在

　　v（V，Typ，　Pf，　p1，3，　ps，　Syn，　S㎝，　VJpn）：－

　　　　v（V，hlf，　Typ，　Pf，　ISyn；S包h，　Jp鵬．∫1溶1≡、にらぱ％3・沢称複数現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．：．1、　．・＝心：・・．　　－∫こ．：子・｛・、’．／t‘　－7

　296　　　　　　　　　　　　－4一



　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

　標準・P募olo嘗ではぶアト．込と呼ばれる定数項（言語になぞらえて言えば，

文の最小単位である単語にあたる）’が操作の最小単位でありパ例えば’LISP

におけるEXPLODEないしはUNPACKのような，－7・トムを直接文字キャ

ラクタに分解する関数にあたるものが用意されていないので，文字列の処理

は幾分複雑なものになる。上のプログラムでは，アトムを文字コードのリス

トに変換する組み込み述語name／2およびリストを連結する述語append／3

によって，この処理を実現している。一　一1；’　、’t

　ここで上のプログラムの意味するところを少し細部に立ち入って解説して

みたいが，その前．r三’1　Prolog，になじみのない読者のために，　ProlOgのプロ

グラムの形式と動作原理を簡単に紹介しておくこLとにする「6｝。Prologのプ

ログラム．は，事実を記述するユニットの集合1つまり一種のデータベースと

みなすことができる6プログラムの実行は，このデータベ冑スに対する質問

と，Prologインタプリタ側のデニタベース探索結果の解答とM5原理庭よ

っておこなわれる6事実を記述する個々のユニヅトは節と呼ばれ，1’その宏ロ

グラムの形式は，次の二つの一般式にま吉める、ことができるδい．∵パ・…

ド　　P（To，…，　Tn）．　〈n≧0＞　　一　　’　　．　　．・1・三三，・べ・・：f・i｜1’」i’g三、：’r．

　　P（To，…，Tn）：－Q1（To，…，Tn），…，　Qm（To，・“，　T．　ri）9，｝：＜m≧環n≧：O＞：1　：．．ll．

　　　　　　　　　　　　　　　・・’，一∵ゴーt．t’・・1　”，；：i”’｝　　　　ll三．1・il：1．一・1・－1・；t

上の式で，P，　Qmはそれぞれ述語と呼ばれ，（うの中のT菰；は引数または項’

と呼ばれる。この引数はなくてもよいし，まte任意個許容することができ

る。節の末尾にはピリオドが置かれる。．最初の節は，述語P／n（スラッシ

ュの後の数字は引数の数を示す）が，無条件で事実であるごとを表わす。筆

者のシステムでは，辞書部門の語彙項目の記載にこの形式が用いられる。第

2の節は少し複雑な形をしているカS，’1中ほどにあるt一という記号力㍉自然

言語のifにあたる意味を表わし，一この右辺一（節の本体：body・と呼ばれる）’・

が成立する場合に限りダ左辺＾（節の頭部：h画d）・が事実匿な、在ことを表わ

　　　　　　　　　　　　　　　一5－　　　　　　　　　　　　　　2i97



すξ⇔まりひ種の条件節にな5’でいるわけである。’本稿の形態素規則をはじ

あ←般に文法規則はすべでごめ型によって記述される6なおこの場合，（，佑辺

の本体には任意個の述語を置くこと1が可能であるが，左辺の頭部は必ず1個

の述語でなければならない。

　さて先ほどのプログラムに戻って，具体的にそのプロセズを追つていこ

う。各節の頭部（左辺）の述語v／10は，定形動詞の各変化形を表現するも

ので，第1引数が語形，第3引数から第5引数までがそれぞれ数，人称，時

制を表わす。例として，プログラムの最初の節（1行目から6行目）を取り

上げると，第3引数から第5引数までが，sg，1，　ps’1と定数7）になっており，

これで単数1人称現在であることが記述されている。その他の引数の意味

は，ここでの処理には当面必要ないので今はふれない。次に条件を記述する

部分である本体（右辺）の方を見ていこう。まず最初の述語name／2の第

1引数が変数FVとなっているが，これは頭部の第1引数と同じである。こ

の変数に定形動詞の候補である何らかの語形がユ戸ファイ（パターソ・マッ

チ）8）することになるが，’これが述語name／2によって文字（キャラクタ）

コードのリストに変換され，第2引数FCodeにその値が返される。例え

ば，singeという語形の場合だと，そのキャラクタ・コードのリストである

［115，105，　110，103〆101］（“singe”）とし・う値が返されることになる。次に2

番目の述語append／3の第3引数がFCodeであり，上のキャラクタ・コー

ドのリストはこれとユニファイする。この述語append／3は；第1引数と第

2引数のリストを連結し，連結したリス．bを第3引数とする述語9）であるが，

ここではこれを逆向ぎに使っている。すなわち，ここでは第1引数が変数，

第2引数および第3引数が定数であり，第3引数のリスト’（ここでは“sin・

ge”）の末尾から第2引数のリスト［101］（“e”）を取り去ったものが第1

引数SCodeである，と読むことができる。これは言語の文法記述に即して

言うと，singeから語尾eを取って語幹『（すなわちsing）を求める操作であ

る。次に本体の第3番目の述語；a節end／3で坑先にSCode・・とa号ファ
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　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイッ語の機械解析に向けて〔1）（山田）

イしていた語幹“sing”が同じくこの第1引数であるSCodeとユニファイ

し，これを第2引数［101，110］（“en”）・と連結し，この連結されたリスト

（“singen”）が第3引数ICodeに入る。つまり不定形を求める操作がここで

おこなわれる。次の第4番目の述語name／2は，キャラクタ・コードのリス

トをアトムに戻すためのもので，上でappend／3の第3引数ICodeに値と

して入っていたキャラクタ・コードのリスト“singen”（［115，105，110，103，

101，110］）が，この述語の第2引数ICodeとユニファイし，第1引数IV

にそのアトムsingenが返される。第5番目の述語v／7は，不定形の語彙項

目であり，例えぽsingenは，辞書部門のデータベースに次のように記載さ

れている。

v（singen，　inf，　i，　h，．，一，［［］，歌，う，わない，った］）．

先の述語v／7の第1引数IVにはアトムsingenが入っており，これが上の

語彙項目とユニファイすることにより，この節全体が成功する。つまり，

singeは，不定形がsingenであり，その1人称単数現在形である，という

情報が得られたことになる。プログラムの7行目以下の節も同様にして，単

数2人称，3人称，複数1，2，3人称の各語尾変化を規則化したものであ

る。

　以上はいわゆる規則変化の動詞の場合であるが，ドイツ語にはさらに，

sein，　haben，　werdenや語幹の母音が交替するfahren（er　fahrt），　sprechen

（er　spricht）のような一連の不規則変化の動詞がある。これらの動詞の変化

のパターンは，各語彙に特有のものであり，上の規則変化の動詞の場合のよ

うに形態素規則を導入することはできないので，その個々について独立した

語彙項目を設ける必要がある。例えぽ，seinの各人称変化形（定形）の辞

書記述は，先の定形動詞のところで導入したのと同じ述語v／10を用いて，

次のようになる。
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　！’tii’1；　：・　’1・、tビ’’”t　　．，　　　　　　　　・・ti

い一V《binデilεs，iSgi，1・，　Psi・　f工一s［］・頴ei隅［［d・iで，1ある，［：］　J’あb．た］‘）ぶ．・

　M垣s願Ls，　s島2，　ps，　fr，［］頴亘n，、［［玉で，．逝る，i［’］，あぢた］）バ

　v（ist，　il，　s，　sgs　3，　ps，　fr，［］，sein，［［］，で，ある，［］，あった］）、

　v（sind，　i1，　s，　p1，1，　ps，　fr，［］，sein，［［］，で，ある，［］，あった］）t－

　v（seid，　i1，　s，；pl，2，　ps，　fr，1［］，sein，［［］，・で，あるt－［］，あった］）．，

　v（sind，　i1，　s，pl，3，ps▲f陥［］，sein，［［］；で，ある，［］，あった］）．

過去形および過去分詞形の記述についても，以上の現在形の場合と同様の

原則があてはまる。すなわち過去人称変化および規則動詞の過去基本形，’過

去分詞形については，語尾のパターンを処理する形態素規則が導入され，不

規則動詞の過＄i基本形，過去分詞形については，別途語彙項目を設けて処理

することになる。過去人称変化の規則は，．手順としては現在人称変化の規則

と同様であり，多少煩雑になるが，以下にこの規則もあげておこう。

　v（FV，　Typ，　Pf，　sg，1，　pt，　Syn，　Sem，　IV，　Jpn）：L　　　・

．　　Vl（E騰Pt，　Typ，・PfySyn，　Sen1JVJpn）：u　．　　％t　1，fi：称単数過去

　v（EiV，歪顕，．pf；s9，2，l　pt，，sym，　Sem）：IV，　JPn）．：rJ－∵　　　∵、　　　一パ　．1

”：　　・name（耶，：FCode），、L’一：∵’　　l

　　　append（SCode，［115，116］，FCode），

　　　n’am．el（PV，　S¢ode），－tt　　　　　㌘t・tt　・一．、パ、1

・ ∴、v（PW　pち、Typ∨Pf5　Syn，　Sem，　IV，　Jph）、：一・．’　　％2人称単数過去

・v（FV，　Typ，　Pf，－sg，．13，；pt，　Syn，　Sem，　W，JPn）：L　　9，

　∵v（FV，　pt，　TStP，　PfダS卯，　S㎝，　IV，　Jpri）≧1　　　％3人称単数過去

　v（FV，　Typ，　Pf，　p1，1，　pt，　Syn，・Sem元IV；Jpn）：一”　　『ぺ　t、i－“：’＼　　∵

　　　－name（FV，　FCode），　一・㌧　　・．：ば・tf

・1、一戯（≡aPPePd（SCode元［101Sユ江0魏、ゴ｝1§eode）≡．∵　バぎ・；は：、：こ

　　　；aippend（SCode，［110］，・FCode）：　∵L
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　　），”「・・
　1．halhe（PV，　SCode），　　い；’・「∵’”　・’

　　v（PV，　pt，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　IV，　Jpn）．　　　　　％1人称複数過去

v（FV，　Tvyp，　Pf，　pl，2，　pt，Syn，　Sem；IV；JDn）：L’　　　　・　　　バ1る；・

　　name（FV，　FCOde），　　／tt’　tL’f＝”：　・’・　　　　．’1　　　’　　t’：」”

　　aPPend（SCode，［116］，FCode＞，ご二，“’i　　’　∫　　1　　’l

　　name（PV，　SCode），tt‘’：…　　’・一・　　　tt・r－？『　’こ○　　　・

　　v（PV，　pt，　Typ］　Pf，　Syni　・Sem，　IV，　Jpn）．　　1パ○％諺爽称複数麺芸

v（FV，　Typ，　Pf，　pl，3，　pt，　Syn｝　Sem，　rV，　Jpn）：－　　t　：’t『一・“　：”

　　naMe（FV，　FCode）1∴二’“　　ぺt　“／・　－t・ロパ壕ち’題滅汀

　　（append（SCode，［101，110］，FCode）　・t：；’　1”　’”｛’・〔［パ’了パ

　　；’abbend（SC6de，［110］，FCode）ゴ　　ド　　T／／　；ぷ　：己こ・r・〕”：

　　），　　　　　　　　　・　－r・・’．1・1・・☆ξらぷ玉・・｜㌍

　　name（PV，　sCode），　　・　　　　　　パ．∵㌘）；三・1，・潮《：∫ミ

j－一一一一．一．＿＿唱τ二　　v（PV，　pt，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　IV，　Jpn）．　：hl」1・’％「3爽称複数過去

　上の規則ではそれぞれ，過去人称変化語尾を取った語形を，それぞれの節

め最後にある述語v／8とユニフ・アイさせる手続きが記述され癒いる。この

V／8：という述語は，過去基本形を表わすもので，規則動詞め場合ば，別に次

のような形態素規則によって基本形の処理がなされるbここでは，’語尾te

を取ってenをつけた語形を辞書あ不定形¢）記載項目どユニラ予ネき篭る芋

続きが記述されている。　　　　　　　　　・‘∵パ禦∵弓㌍’・1三∵

　　　　　　　　　　　　，　’　『．＼ζ．　　：e＾．ぼ’1、已毒：・’，’t：1三‥二，バ、ぶ

　’v（PV；　pt，　Typ，　Pf，　Sm，　S’eni，1▽・櫛）そ≡∫”・t’　　i；；｝こ1已1｝”」二？ξi・5　・　1，｝

　　　　ri’ame（PV，　PCode），’　いこ”1’・”c’・㍍1三㌍一吐ぷ已：ごパ㌻こ

∴　’appehd（SC6de，［116，　iOユ］IP℃翻あ：；誓話書鴻裁顯巷斑ケぷ“s惑

　　一　　・append《SCode；［101・，110］，1◎δ趨e），三べsT：Ll　sT‘ξz　G嘉連i香湾鍵1・翠

9／　’t　　　　　　　　’　滅



name（IV，　ICode），

v（IV，三nf，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）． ％規則動詞過去基本形

　次は過去分詞形を処理する形態素規則である。同様に，前綴りgeおよび

語尾tを取ったあとenをつけた語形を不定形の辞書項目とユニファイさせ

る手続きが記述されている。前綴りおよび語尾の二つの接辞の処理を2ステ

ップでおこなっているので，述語append／3が三つも並ぶことになり，多少

煩雑な処理となっている。

v－pp（PP，　pp，　Pf，　Typ，　Syn，　Sem，　IV，　Jpn）：－

　　name（PP，　PfCode），

　　append（［103，101］，SCode1，　PfCode），

　　apPend（SCodeO，［116］，SCode1），

　　append（SCodeO，［101，110］，ICode），

　　name（IV，　ICode），

　　v（IV，　inf，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）． ％規則動詞過去分詞形

　いわゆる過去現在動詞（Prateritoprasens）と呼ぼれる話法の助動詞およ

び動詞wissenの人称変化形についても，上の過去人称変化の形態素規則で

処理することができる。ただこのクラスの動詞は，単数定形の幹母音が不定

形と異なるので，これについては先の不規則動詞の場合と同様，別に語彙項

目をたてておく必要がある。

　動詞類の形態素規則の最後に，分離動詞についてふれておこう。この場合

は，文中で不連続になっている定形動詞と前綴りを再結合して，辞書引きを

おこなおせるわけであるが，文という単位が解析の前提となることから，次

のプロセスである構文解析に立ち入ることになる。構文解析のプロセスで

は，動詞の位置のヴァリアント（前置，中置，後置）を適切に処理するた
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め，解析すべき表層文の定形動詞を文末に移動する規則を設け，副文におけ

るSOV語順を基底構造として処理している。これにより，複合時称や助動

詞構文など述語が2語以上からなる場合でも，連続した句の並びとして処理

することができる。この述語句を処理するために，述語verb1／11が導入さ

れる。分離動詞もこの一環として処理される。次はverb1／11を定義したプ

ログラムの一部である。3行目以下が分離動詞を記述する部分である。

verb1（A，　B，　Typ，　Num，　Psn，　Tns，　Syn，　Sem，　IV，　Tree，　Jpn）：－

　　v（A，B，　Typ，　N㎝，　Psn，　Tns，　Syn，　Sem，　IV，　Tree，　Jpn）．

verb1（［Prx，　FV　I　X］，X，　Typ，　Num，　Psn，　Tns，　Syn，　Sem，．，［v，　TV］，

Jpn）：－

　　v（FV，　Typ，　Pf，　N㎜，　Psn，　Tns，　Synl，　Seml，　IV，　Jpn1），

　　name（Prx，　PrCode），

　　name（IV，　ICode），

　　append（PrCode，　ICode，　TVCode），

　　name（TV，　TVCode），

　　v（TV，　inf，　Typ，　Pf，　Syn，　Sem，　Jpn）．

述語verb1／11の第1引数および第2引数は差分リスト（d－list）10）である。

例として，

Er　kommt　heute　in　Berlin　an．

という文を取り上げて，プログラムの動きを見ていこう。上で述べたよう

に，表層文の定形動詞は，文末に移動して処理され，上の文は，次のような

Prologのリストの形で，以降の解析プロセスに引き継がれる。
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　　i三《・：　’｛・「　　　　，’．L，　．　　1　；，　，”’．　’　　　　　　　　こ岩）♂1

∵・［ef，　iheute，．■h鴻祖茄，’・－a亘∴kom㎡t］構ミ鍵担「’○、”・司ぶ　罫

t‘ 品・パ．1‘・一，’爵蕗・㌧、，　｝li∵，．，．・1－　　”vt　’／．・．　t’”　’　　1．：，；IZf∴：託・≡・・｝迂｝｛）パ悔cl　tt

ここで，［εfl　heute，　in，　Berlin］までが解析され，続く［an；komnit］を解

析す’る過程で，上記述語verb1／11との・h二・ラヨ〉一ショソが実行される：

1行目がら2行目にかけての節は；∵単純動詞の場・合を記述するもめで，t巴

こでユニラィケーションが失敗しヂ3行目以布の節にバックトヲヅクがお

こる。この節では，差分リスト内の変数PrxおよびFVに，　an，　ko㎜t

がそれぞれマッ；チする。・ 似降の流れは他の形態素規則：と同様いna血e／2と

append／3を使ったもの’で詳述は省ぐが，1変数∫PrXと⊇ヅヂ「しているan

と，変数FVとマ’ッチしているkbmmtの不定形ko血nenを結合じた結

果（ankomm㎝）を，この節の本体の最後の述語v／7とユニファイ迷せる

ことにより．，辞書引轡をおこなう過程が記述されている。こめ場合，辞書部

門には，単純動詞の確形と購に，分働詞anko㎜en徽のように記

載されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　・t’tttt　　　　’「，；

　　　　　　　　　　　　　　　　　，，∫　　　・　　　．　1・’・L　c　’　　・〆　，

　　v（ankomm㎝，　inf，　i，　s，　fr，　dir，［［］，到着，する；じ；しだ］）．’lt　t　t

　　　　　　　　　　　　　　、恒［誠ξ出汀v己．1‘1．1）i，　．：1’：1’一

な粉働詞暢合過去頒およびen不定詞において，　ankommen→

angeko㎜en，拠kO磁nlの！ま1うに∴語擁をとるが，次め獅グラ本

はそれぞれこの処理をおこなうものである。　　　　’．　　　、’J’㌧U

［過去分詞］　　　　　　　　　　　　z；’／H．・イパ’い：1ゴいt・　’“　．

　vLpp（TP，　pp，　Pf，　Typ，　Syn，　Semi　TV，　Jpn）：一

　∴「tト11a］垣e（TP・i’　TPCOde），　　　　・・エ　ご汽”：，－i　nr　C．い’・．）／；　x：’1三パペ．｝．

　　　apPdtid（PxCode；［103，．1011Se6de］’富FI》Code）～．ミ：s．，：’已・1「二　’，’L　・一’・

　　　PxCda6雛勢臨Ll　r『・・’　　　　　　　．，，夢1☆・バニ」：　　F，1－：’1・！“－l　i三

　・　　name（PP；，T［103，1011SCode］），　ごフ　　／　’t．　　　’｛”
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　　　vLpp（PP，　pp，　PfO，　TypO，　SymQ，　S㎝0，　IV，　Jp鋤∵’・｛，t：　・L：

　　・，…name（IVJ⑬（汕e）：，○：∴ビ㌧二　，　＿：い1・、：∵　1、、≧　　るtt：

　　　、append（P8Code，　ICode，　TV（遣de），、’　，，［・◎，∴∵．”・⊥．・、、1、：IJ－．　・：；，

　　　・name（TV封TVCode），　　．一一tズこ．若三C．・一力　1・1、tt、1t　iiii・’　i［，

　　　：∫v（TW，桓f，　Typ，　Pfl　Syn，　SemデJpn＞○○▽㌣，（】・：．　：二ぷ、’二；○‘

　　　1’　こ二’　　「．　　・・　　　　”　　二、“ぷ∫こ1，鶏集∫頚）嘉≡（○二1ヨゴ

　過去分詞の場合は，まず接辞geをポイントに分離前綴りと基礎動詞の過

去分詞に分けジこの過去分詞の不定形に分離前綴りをつけた形く分離動詞の

不定形）を・単卿鯉難嘩寧？最後嘩語y！7によ・て縮引
きさせる。　　　　一、　　　　　…

［zu不定詞］1ビ，．づ．．‘戸・’1、パパ’ぺ：：葱i∴パ；∫∴巳玲・碗・、欝（、㌧：．、三

　　v（［Yil，X］元X，　Tlyp，　Nu画Psn，璽hs，；S～鵡Sem，」杭t澗；洞訂口ωおざ已已

　　◇ぷ（V，ITyp，・Pf，　Numl　Ps断［亘s蕊Syn縞em，1V，　JP甑）㌢：漂｛総姦一〉

　．．．v，（［zu，JV　tX］，X，（E残ジNumンBsnξpS；S蹴，　Se抵・理1原匝；正z嘩IV羽貧与λ．

　　　JPn）：一　　　一　　　・：　“｛　　．：…　　、　”〉　・．・．11　fこパ宝□司・i．、：，こ三三fl・v．；

　　∵v．（IV，　inf，　Typ，　Pf，LSyn；Sem，まpn）．－　　　　t－∴1．三・三一にξ：翼．’．　，｝？1．　tt，、1

1　’1v（［ZV　l　XLX，　Typ；　Nt　n，　Psn，　ps，　SynデSem，　TV鳶陸Zy］頴Pn旗壽潭逗

　　　・name（Z∨；ZVCode）；㍉．’、1㌦≡・㌦　　　　・籍謬ぎ顯☆二繊套ζY霞

　　　一append（PxCQde，・［122，11711Qode］まZVCode）ξ二」’t墾ゴ1：蕊∫蘂嘉；攣

　　　append（PxC6de∫IC6de，TVGode），○「：∫託蓑嶺餐べぷ壽罷蜜苓ξご工

　．：M・￥／＝＝［］，t　・・’、一・．－t　ぶ・こ口’㌧詫蕗｛巨1＞瑞・薄溝ξs癒

　　　name（TV，　TVCode）i　∵1蘂阜8∵．一’：　．㌻毒宝｝騒9；±．1］是鰯ξこ

　　　v（TV，　inf，　Typ，　Pf，　Syn，　Stm　IJrPh）．・∫○、ご：”・’．㌻1冷、“詩：“「

　zu不定詞は，定形動詞と同じく，差分リストを用いた述語v迩2泌第で

記述される’6この述語v／12は，トップダウンに1よ，る構文解栃の最終局面に
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あたり，本来構文解析部門に属するものである。さて上のプログラムで，述

語v／12を定義する三つの節のうち，最初の節は定形動詞，第二の節は単純

動詞のzu不定詞の定義であり，最後の第三の節（6行目から12行目まで）

が，分離動詞のzu不定詞の定義となっている。処理の流れは先の過去分詞

の場合と同様であり，例えぽanzukommenを例にとると，接辞zuを取っ

た結果のankommenという形を，最後の述語v／7によって，辞書の不定

詞の語彙項目とユニファイさせる。この場合は，先述のankommenの語彙

項目とユニファイすることになる。

2．2．格変化詞（名詞類）の形態素規則

　ここでは冠詞類，名詞，代名詞，形容詞の格変化規則を扱う。この場合

も，先の動詞の形態素規則と同様，語尾の操作が中心となるので，プログラ

ムの考え方自体も同じである。以下順を追って見ていくことにする。

　まず冠詞類であるが，この場合は語彙が限られているので形態素規則を導

入せずに，個々の形態を辞書に登録しておくことも可能である。しかし，例え

ぽ不定冠詞と同じ変化のmein，　dein，　sein，＿．等の個々の変化形をいちいち

辞書に列挙するのは，スマートな処理とは言い難いし，メモリの効率の点で

も得策ではない。筆者の解析システムでは，定冠詞と不定冠詞については個

個の変化形を辞書項目とし，いわゆる定冠詞類および不定冠詞類については

形態素規則を導入するという方法をとっている。次のプログラムは定冠詞お

よび不定冠詞の辞書記述である。それぞれ述語det／5で表わされ，第1引

数が語形，第2引数が定・不定を示す素性，第3引数が性，第4引数が格，第

5引数が日本語訳を示す。この日本語訳は，後の構文解析の項でふれること

になるが，本システムでは冠詞を訳出しないので，ヌルリストとしている。

［定冠詞］

　det（der，　def，　m，　nom，［］）．

306　　　　　　　　　　　　　　－14一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕

det（des，　def，　m，　gen，［］）．

det（dem，　def，　m，　dat，［］）．

det（den，　def，　m，　akk，［］）．

det（die，　def，　f，　nom，［］）．

det（der，　def，　f，　gen，［］）．

det（der，　def，　f，　dat，［］）．

det（die，　def，　f，　akk，［］）．

det（das，　def，　n，　nom，［］）．

det（des，　def，　n，　gen，［］）．

det（dem，　def，　n，　dat，［］）．

det（das，　def，　n，　akk，［］）．

det（die，　def，　pl，　nom，［］）．

det（der，　def，　pl，　gen，［］）．

det（den，　def，　pl，　dat，［］）．

det（die，　def，　pl，　akk，［］）．

ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

［不定冠詞］

　det（ein，　indef，　m，　nom，［］）．

　det（eines，　indef，　m，　gen，［］）．

　det（einem，　indef，　m，　dat，［］）．

　det（einen，　indef，　m，　akk，［］）．

det（eine，　indef，　f，　nom，［］）．

　det（einer，　indef，　f，　gen，［］）．

　det（einer，　indef，　f，　dat，［］）．

　det（eine，　indef，　f，　akk，［］）．

det（ein，　indef，　n，　nom，［］）．

　det（eines，　indef，　n，　gen，［］）．
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det（einem，　indef，　n，　dat，［］）．

det（ein，　indef，　n，　akk，［］）．

　次に定冠詞類および不定冠詞類の辞書記載項（述語det／3）と形態素規則

（述語det／5）を掲げる。この述語det／5のそれぞれの引数の意味は，上の

定冠詞・不定冠詞のそれと同じである。形態素規則については詳述は避ける

が，先の動詞の人称変化の場合と同様の語尾の操作で，上から順に男性1格

から複数4格までの格変化を記述している。それぞれの節に附したコメソト

を参考にプログラムの動きを確認していただきたい。

［定冠詞類・不定冠詞類の辞書記載項］

det（mein，　indef，私の）．

　det（dein，　indef，君の）．

det（sein，　indef，彼の）．

det（ihr，　indef，彼女の）．

　det（sein，　indef，それの）．

det（unser，　indef，私たちの）．

det（euer，　indef，君たちの）．

det（ihr，　indef，彼らの）．

det（‘lhr’，　indef，あなたの）．

det（kein，　indef，　neg）．

　det（dies，　def，この）．

　det（jen，　def，あの）．

　det（all，　def，すべての）．

　det（welch，　def，どの）．

　det（manch，　def，かなり多くの）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕

det（jed，　def，おのおのの）．

ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

［定冠詞類・不定冠詞類の形態素規則コ

det（Word，　indef，　m，　nom，　Jpn）：－

　　　　det（Word，　indef，　Jpn）．

det（Word，　def，　m，　nom，　Jpn）：－

　　　　name（Word，　WCode），

　　　　append（LCode，［101，114］，WCode），

　　　　LCode￥＝＝口，

　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　det（Lex，　def，　Jpn）．

det（Word，　Typ，　m，　gen，　Jpn）：－

　　　　name（Word，　WCode），

　　　　append（LCode，［101，115］，　WCode），

　　　　LCode￥＝＝［］，

　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

det（Word，　Typ，　m，　dat，　Jpn）：－

　　　　name（Word，　WCode），

　　　　append（LCode，［101，109］，WCode），

　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

det（Word，　Typ，　m，　akk，　Jpn）：－

　　　　name（Word，　WCode），

　　　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－17一

％不定冠詞類男性1格

％定冠詞類男性1格

％定・不定冠詞類男性2格

％定・不定冠詞類男性3格

％定・不定冠詞類男性4格
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　　det（Word，　Typ，　f，　nom，　Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101］，WCode），

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

　　det（Word，　Typ，　f，　gen，　Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，114］，WCode），

　　　　　LCode￥＝；［］，

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

　　det（Word，　Typ，　f，　dat，　Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，114］，WCode），

　　　　　LCode￥＝＝　［］，

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

　　det（Word，　Typ，　f，　akk，　Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101］，WCode），

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．

　　det（Word，　indef，　n，　nom，　Jpn）：－

　　　　　det（Word，　indef，　Jpn）．

　　det（Word，　def，　n，　nom，　Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，115］，WCode）∫
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％定・不定冠詞類女性1格

％定・不定冠詞類女性2格

％定・不定冠詞類女性3格

％定・不定冠詞類女性4格

％不定冠詞類中性1格



　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

　　　LCode￥＝＝　［］，

　　　name（Lex，　LCode），

　　　det（Lex，　def，　Jpn）．　　　　　　　　　　　　％定冠詞類中性1格

det（Word，　Typ，　n，　gen，　Jpn）：－

　　　name（Word，　WCode），

　　　append（LCode，［101，115］，WCode），

　　　LCode￥；；［］，

　　　name（Lex，　LCode），

　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　％定・不定冠詞類中性2格

det（Word，　Typ，　n，　dat，　JPn）：－

　　　name（Word，　WCode），

　　　append（LCode，［101，109］，WCode），

　　　name（Lex，　LCode），

　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　％定・不定冠詞類中性3格

det（Word，　indef，　n，　akk，　Jpn）：－

　　　det（Word，　indef，　Jpn）．　　　　　　　　　％不定冠詞類中性4格

det（Word，　def，　n，　akk，　JPn）：－

　　　name（Word，　WCode），

　　　append（LCode，［101，115］，WCode），

　　　LCode￥；；［］，

　　　name（Lex，　LCode），

　　　det（Lex，　def，　Jpn）．　　　　　　　　　　　　％定冠詞類中性4格

det（Word，　Typ，　p1，　nom，　Jpn）：－

　　　name（Word，　WCode），

　　　append（LCode，［101］，WCode），

　　　name（Lex，　LCode），

　　　det（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　％定・不定冠詞類複数1格
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欝
・隣

、

　　ζdet（蒋，＠頑，’鍵四，P1輌gen，　Jpn’）：一　　　　　　　　　　　，［’：i　　耳：ピ　．）；x心～！

　　　lname劔ord，珊℃ode），　　　　　　　，日知3ぷ、D：已・鯨脇訂

　；　’1葡挺頑LCode，［101，114］，WCode），∴緑元苧パ∴巴lA

　　　LCode￥＝＝・［］，　　　　　　　　・‥ご・日、”・”’t，一二tt，・一≡：．c”・W・、．・｛：

　　　　name（Lex，　LCode），　　　　　　　　　　㌧，㍍ピこび㍍γ　　．≧」巳・∠・万．・

　　　det（LeX，　Typ，　Jpn）．’‘’・・□∫［・｛｛・％定～高不定冠詞類複数2格

　det（Word，’Typi　pl，　dat，　Jpn）：一　・　　　　　い　い○ぼ

　　　name（Word，　WCode），　　　　　　∵∵、：・’，㌦

　　　・aP’pCh’d，（LCOdb；1’［101，110］，WCode），．、㌧、…　’1－z　”　・㌧

　　　。。m。（1．ex，，LC。d。），　　　．∴、治、・、．∴。、∴

　　　・dβtC峡，’k．mp，Jpn）．　　　　　　・：畑％定↓）不定冠詞類複数3格

　，det－（漸⑥rd，職p，　iPl　’｛，akk，　Jp砂：毒w謹｝元．ば1ゑ琉治“1二・？f；答

　　　name（Word，　wCode），　　　　　二　　　灘、｝凛頴

　　　ip’Pend！（Lcode，．［101］，WCode），　　己qい’㌶1」1’r’・　1．パ

　　　name（Lex，　LCode），　　　　　　　　　F　晶，ヒ　’　　］一つ　’．”s　i：三J

　　　det（b迫x，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　％定J・不定冠詞類複数4格

　名詞の形態素規則の場合は，一複数形の処理および男性6中性単数2格や複

数3格，男性弱変化名詞の格語尾の処理が問題どなるジ複数形に・っいては，

英語の場合のように一つの語尾パター・T一ンではなく，複数のパターンがあり，

また語幹が変母音するものも多く，形態素規則とじて定式化することは難し

い。：ぞご港本システムでは，以下の名詞の語彙記載項のプロ・グラム例に見ら

れるように，2格の変化語尾をも含めて，・複数形を語彙項目の中に直接記述

する方法をとっている。述語n／5の第3引数がそれである。芒の引数は二

つの項からなるリストの形になっており；：． 第1項が単数2格形，第2項が複

数形を表わす。単数2格形については，語尾のパ汐主シぱ璃・扇え・n，－enが

あり，複数形と同じ理由セ形態素規則の導入が難ピいだあ，t：同様の処理にし
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　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

た。これらの項は，・以下で述べる格変化の形態素規則に引き渡ざれプユニフ

ィケーショツが実行されることになる。’、なおその他の引数についてふれてお

くと，第1引数は語形，第2引数．は性，＾第41引数は後の構文解析において必

要となる意味素性を表わし，第5引数は日本語訳であるきぼ’嬉六

　　一i”1／㍉∴・㌫・パ・　　t　ttt　tt　　、　；「ぷに≡；．；1・・、L吉’．油，s－　1：1ii

　［名詞の語彙記載項の例］　　　　　：ゴC、k，E粛≡㍑・　　　　　　匹灘一

　　n¢ArZt㌧m，［．［‘AtZteS！］，‘Aerzte’］，ht頭an；：医者）ぶ．☆rclr・謹1［’

　　n（‘BaU’，】〔n，［［‘Balls’］，‘Baelle’］プko司ξ士；£ボきノレX撫ε主鰺聯〕部｛三メI

　　n（‘Deutsch，，　n，［［［］，［］・］，｛］コゴabst｝1ご1ドイ｛ツ語）≧‘碧1．1瀦，（葦1｝rl

　　n（‘Englischl，　n，［．［［］，［］］，［］］，abst罵英語芳，’：パ・蘂ε毒70蕎預霞B瑳☆111’．，

　　n（‘Frau’，　f，・［fFraUen’］，　htman｝・女）1弩［録ラ亨ご：9〕ぷx庭，鐙∬

　　n（‘Gebaeude’，　n，［［‘Gebaeudes’］，‘G〔≦baeud6’］内出on必6建物鰺膓継葺竺：

　．・n（IJapaniSCh2，　n，［［［］，［］］，［］］，　abstr，1日本語〉∫・1『；：1ざ惑，〈｛⊃fl

　　n（‘Kasten，，　m，［［‘Kast㎝s，］，fKasten”］1，ξ・kbnkr，，箱〉培ゴ．麺羅豫誕∫1

，㌧neK㎞d’，鵬［［‘KindeSl］，‘Kinder’］，：h1血iaan；・子供〉パ謡上語纐㊧1注ゼ緩

　　n（‘Lehrer’，m，［［ILehrers’］，‘Lehrer！］lhuman；先生ハ1呂旗三清1遮∫｛口

　　nCMann’，　m，［［‘Manmsli：‘M加nes！］；セM乞e皿eビ］，．h面誼髄溺蘂膓喧・讐

　　n（‘Strasse’，　f，［‘Strassen’］，konkr，通1り）∵　・ご∵’・∴　∫ラ；瓢　’　　…w

　　n（‘Studeht’，　m，［［‘Studenten，ヨ；，｝‘Studehteh！］；hUma醇学生ヅ聾∫T口・／・’：　・

　　n（‘Vater’，　ms［［‘Vaters’］，‘Vaeter，］，human，．父）い）｛；．二恒℃r淀、

　　n（IWe枕er，，。n；［［‘Wetters，］，さWett6r，］，abStr，’天気），・：1／、・1，．　L’1’”

　　　　　　　　　　　　　　　　　1’1：1’，、i、1∴三、・．『ゴ、．1・．・・ri；，・、・二い；

　次に名詞の格変化の形態素規則老掲．ぱるよ述語泊o田1／5泊警£節の本体の述

語n／5、において上で述べた名詞の各語彙項目老4三汐1揚イ牢為芯とにより，

主て；’‘ざ㌔”ピ

一 21一
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［名詞格変化の形態素規則］

　　noun（Word，　Sex，　nom，　Sem，　JPn）：－

　　　　　　n（Word，　Sex，［［G］，PI］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　Sex，　nom，　Sem，　JPn）：－

　　　　　　n（Word，　Sex，［［G1，G2］，Pl］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　f，　nom，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（Word，　f，［Pl］，Sem，　Jpn）．

　　no皿（Word，　Sex，　gen，　Sem，　JPn）：－

　　　　　n（D，Sex，［［Word，　G2］，Pl］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　Sex，　gen，　Sem，　JPn）：－

　　　　　n（D，　Sex，［［G1，Word］，Pl］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　Sex，　gen，　Sem，　JPn）：－

　　　　　n（D，Sex，［［Word］，PI］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　f，　gen，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（Word，　f，［Pl］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　Sex，　dat，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（Word，　Sex，［［G1，　G2］，Pl］，Sem，　Jpn）．

　　noun（Word，　Sex，　dat，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（Word，　Sex，［［G］，Pl］，Sem，　Jpn），

　　　　　name（G，　GCode），

　　　　　￥十append（SCode，［110］，GCode）．

　　noun（Word，　m，　dat，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（WD，　m，［［Word］，Pl］，Sem，　Jpn），

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（SCode，［110］，WCode）．

　　noun（Word，　f，　dat，　Sem，　Jpn）：－

　　　　　n（Word，　f，［Pl］，Sem，　Jpn）．
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％単数1格（男・中）

％単数1格（女）

％単数2格（男・中）

％単数2格（女）

％単数3格（男・中）

％単数3格（男性弱変化）

％単数3格（女）



　　　　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕　ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

no皿（Word，　Sex，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（Word，　Sex，［［G］，Pl］，Sem，　Jpn），

　　　name（G，　GCode），

　　　￥十append（SCode，［110］，GCode）．

noun（Word，　Sex，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（Word，　Sex，［［Gl，G2］，Pl］，Sem，　Jpn）．　　％単数4格（男・中）

noun（Word，　m，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（WD，　m，［［Word］，Pl］，Sem，　Jpn），

　　　name（Word，　WCode），

　　　append（SCode，［110］，WCode）．　　　　％単数4格（男性弱変化）

noun（Word，　f，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（Word，　f，［G］，Sem，　Jpn）．　　　　　　　　　％単数4格（女）

noun（Word，　pl，　nom，　Sem，　JPn）：－

　　　n（WD，　Sex，［G，　Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　pl，　gen，　Sem，　JPn）：－

　　　n（WD，　Sex，［G，　Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　pl，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（WD，　Sex，［G，　Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　p1，　nom，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（WD，　f，［Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　pl，　gen，　Sem，　JPn）：－

　　　n（WD，　f，［Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　pl，　akk，　Sem，　Jpn）：－

　　　n（WD，　f，［Word］，Sem，　Jpn）．

noun（Word，　pl，　dat，　Sem，　Jpn）：一

　　　（name（Word，　D），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－23一

％複数1格（男・中）

％複数2格（男・中）

％複数4格（男・中）

％複数1格（女）

％複数2格（女）

％複数4格（女）
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L：S｝一：］い㌧子請iδ1二毒博鴇漏鱒章吋い’　　　　・‥　・き1：；注，

tt’ ∴1志灘appe適商鍵6［110］，D），　　　ご：涜，　’こ　　　x㌍．il　．iC～・℃r三r」〆1・

　已iジ品茸ha］頃蛋（露，　E）ヂ　　　∴　　　　　　　　　　　　　　　　，，，三’i

　　　　泊（G；Sex，［H，　F］，S㎝，　Jpn）　　　　　　　　　，，一・

　　　；n（G，Sex，［H，　Word］，Se鵡Jpn）i㍉∴，三・．㌦

　　　）．　　　　　　　　　　　㌔，’言；1パ　　・％複数8格，（男1・中）

　・nOUn（Word，　p1，　dat，　Sem，Jpn）：ヒ，ゴー．；h：㌔こ、i

　　　（name（Word，　D），　　　　　一パ：｛，．L江’、　　　．Il．　　　、甜、ハ∫三．、

　　　　．append（E，［110］，D＞宕恒ぷジ㌧h∴1“∫ン・，

　　　　’name（F，　E），　　’　・－　　1・J・一・　　　　　　　・，ic）・tfパ・・う己m、1

㍉　’口泊（G鴻佃］誓Sem，　Jpn）　　k、∴パ∫・（！三・　　ぷぐ

　　　；n（G，f，［Word］，S㎝，　Jpn）・　　　　　ソ　　　・ヂr，ミ：り、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．：”’％複数・3格（女）

　代名詞に関しては，いわゆる指示代名詞fl（dies・，　jed－Us凧），不定代名詞

（aU－1．；inartGh・　fti’Sw，．），関係代名詞など，：i冠詞洛ほ繧同様の格変化語尾をとる

ものについては，冠詞と異なる語尾パタ≒翻を示す部夕｝についてのみ付加的

な形態素規則を導穴すればよい。1これらが単独で名詞句として機能すること

は，後の構文解析の段階で規則化される。語尾の変化ではなく，語彙的な変

化形をもつ火称代名詞や再帰代名詞，疑問代名詞等にっいては，二それぞれ独

立の語彙項目として記載しておく必要がある。．r例として，以下に人称代名

詞の語彙記載例（述語名はpron／6）を掲げる6それぞれの引数は，第1引

数から，語形，数，人称，格，代名詞のクウス（perは人称代名詞を示す），

日本語訳を違わす。最後にある敬称2人称のi－iSie》は数，人称が3，　pl（3

人称複数）となっているが，これは後でふれる’∈とになるKongruenZ　．の問

題と関連して’いる。つまり例えば主格の‘Sie’、が定形動詞と結びつくとき，

定形動詞の人称変化語尾が，．、3：人称複数と伺じであリジこう≡しておく・道とに

よって動詞の形態素規則を余分に記述することを避げるごとができる。
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　［人称代名詞の語彙記載項］　　　　．、：t・L：、1，、熱・・○∵ヨc．ミ1・、逗∴露二・：ご1’n

　　pron（ich，　sg，1，　nom，　per，・私）．

　卿（mi…9…d・t・戯繊；憾・璃惑鞠罐鍵埜瞬蹴、
　・PrOn（mich，　s9山akk）Peち．私覧心賠レ謝畜雛璋違繕6ξX・蕪し硬賠

1　P’1°n（d”・　sg；2’n°mCpeち君）｝蕊嘩声繊漣嬢㌔嘱鵠、蟻・1二．i’1・・、

：’ 輌働ぷd欝彼滅鞠嬢惑郷嘩1辮嘩i畦三1∴、：1

＝曇灘畿：㌔：’謙麟羅塁：蒸
∵＝蕊灘懇隠鷺警霊轟灘縫：蒸1
伽㎞蹴繊戯そ城・・顯蹴鰍噸騨騨轡1三ぞ
・・6・（’hm・・g綱隅そ紗〃渇志噸勢騨：鞭鷲二・擦

蒜鑑霊驚霊㍗轡」ま璽竃繋慧竃1謬篤・

　　pron（㎞飢，　P1，3，　dat，　per，彼ら）．・．　　．（・JJ癒，鴻忌準麟嚢鶯麟2’議・

　pron（sie，　p1，3，　akk，　per，彼ら）．・ミ治‘培嘉藩窪・．蓄鼠麺蹄寮H斑）・瓢、　tt　．∵．

　　pron（‘Sie，，　pl，3，　nom；pe『，あなた）．　tt

　　pron（f皿men’，　p1，3，　dat）　’per；あなた玩S萄：　一・　㌧一’一ヒ∵　’二　　t　t　’馳
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pron（‘Sie’，　pl，3，　akk，　per，あなた）．

　格変化詞の形態素規則の最後に，最も複雑な変化のパターンを示す形容詞

を取り上げよう。形容詞の場合は，比較変化および格変化の二つの規則が必

要である。いずれも先の動詞および冠詞の場合と同様，処理は語尾の操作で

ある。同一規則の繰り返しで，特に格変化の形態素規則については相当煩雑

なものになるが，ここではそのうち混合変化の全規則を掲げておくことにす

る。形容詞の語彙項目は，述語adj／3によって記述される。例によって第1

引数は語形，最後の引数は日本語訳である。第2引数は，統語素性の指定

で，advは副詞的用法が可能，　nonは不可能なものを示す。比較変化の形態

素規則で得られる比較級，最高級の語形は，語彙項目と同じく述語adj／3

で表わされる。格変化の形態素規則では，変化語形は述語adj．attr／7で表

わされるが，ここでは差分リストを用いた表現にしている。すなわち第1引

数と第2引数がそれで，第3引数以下，変化系列（強変化一indefO，弱変化

一def，混合変化一indef），性，格，パースッリーを作るための部分木，日

本語訳を示す。この日本語訳は，それぞれの節の本体の最後に導入される述

語adj／3の第3引数と同一の変数であり，これにより語彙項目に記述され

ている日本語訳の情報が引き渡されることになる。

［形容詞の語彙記載項］

　adj（alt，　non，古い）．

　adj（interessant，　non，おもしろい）．

adj（neu，　non，新しい）．

adj（schoen，　adv，美しい）．

adj（schwierig，　adv，難しい）．
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［形容詞の比較変化規則］

adj（Word，　Typ，［より，Jpn］）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，114］，WCode），

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　％比較級

adj（Word，　Typ，［もっとも，Jpn］）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［115，116］，WCode），

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％最高級

［形容詞（混合変化）の格変化規則］

adj．attr（［Word　l　X］，X，　indef，　m，　nom，［adj，　Word］，Jpn）：－

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，114］，WCode），

　　　　　LCode￥＝＝［］，

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．

adj－attr（［Word　l　X］，X，　indef，　m，　gen，［adj，　Word］，Jpn）：

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　　　　name（Lex，　LCode），

　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．

adj．attr（［Word　l　X］，X，　indef，　m，　dat，［adj，　Word］，JPn）：

　　　　　name（Word，　WCode），

　　　　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－27一

％男性1格

％男性2格
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　　こぷヨ1パ［日’吉：；～ト湶醐川・・糖い一．・㍑．’イ．・一．’・　rii’i・1　1｝、］

　　　t；－ir・i／：－ptam，　e（Lex，、LCode）ゴ．．・三・．．”、二・7、，．　　　　　　　1．　Dl：：｝・、口吉二ぼづ．i．魯ぷ｝・こ1ロヂ

　　　　　　adj（Lex，　’Typ，　Jpn）．　　　　一：：：；1ロi㌔ζ已．．；バ」・：1：幽∴・1、・％男性3格

　　・・1・1・adjZ－attr（［WordiX］，，Xジ垣def，　m，　akk，．［adj；．Wofd］．・J輿〉：．、、，、　i、

　　　　　　name（Word，　WCode），1・・．∴∵㌦㌦口、1ら㌧∴・膓1．一、i－｝・・；、．

・．・ 　㌧．．append（LCode獅［101，110］’，　WCode），．、．．／1－．、・）’1つ、㌧・．㍍，

：i∵・、．・．・1．．name（Lex，　LCode），　　　　・・　　　1・’：／t、・c－・．　二『．　・．，・．．・：，

　　　　　　adi（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　・、ニー☆∵1・、・、・．．∴．・∵1．1・1．％男性4格

　adj二attr（［Wor¢lX］，X，・血def，　f，　nom，［adjl　WO孟d］；．Jpn）：ア．．、，

　　　　・・n砲e（Word，　WCode）3、・・．、・．、＿．：．∵1．i”三～、、一’・’t．．・‘、∵、．1「1，｛

’「 　：・．ap㏄nd（LCOde，［101］，WCOde），　　、、、・　　．1．・・．・・、L二、．．　．、

：○．．…．三バrname（Lex，・．LCode），　’　　　　　　　　　・・：、　　　　　・．・：∵逗，

　　　　　．こドadj．（Lex，　Typ，　JPn）．．　　　　　　　　　　　　　．．．．％女性1格

　　　adjiattr（［Woηd　l　X］，X，　indef，、　f，　geh痴［adj元Word］，J麺）：：一三．…．コご．．．1、

’t．’ 1．「∫’・．nam・・鯉鱗WCqd・）☆心≡・三∴・．1．ぷ…ジ≡・∵・…．1・、「∵

　　　　　laDP印d（LQo直ei．［IQI，，110］？WCode）」，5忌c：二薄：，．三巡ご・㌢：〉≡ド、・．・

　　　　　　…（鼠砥鋼蕊・髭鞠㍉Mlぷ・㍉．1，：紅「・・完

　　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．：’．．・　　　　　　一・．”・．・．・，％女性2格

　　　adj．attr（［Word　1　X］，X，　indef；f，　dat，［adj，　Word］，：Jpn）『：一ド．’1・．

：t・．ゴ1name（Word，　WCode），　　　　　　1’　・：㌧・∵．；・∵、．

　　　　　　append（LC◎de，［101，11q｝ジWCode）ジ．．・r　l．∫；：．三、、・、㍗1．，1・．．‘・、三

　　　　　　name（Lex，　LCode），　　　　　　　　．㌧．＼．．．「．．・．1・．・1．∴t　／t．．：ぺ．、

　　　　・．：．adj（Lex，　TypJpn）．．．　．「・．1口二．，．・．．・｛’一；、∵＼．・・’i、．％女性3格

　　　adl二attr（［Word　l　X］，1　X，　indef，　f，　akk，［adl，　W⑨rd］）Jpn）：≒・「・・．、：

心幽ほ憤ame（Word，　WCode），　　　　　　．口1、・「i’1．バ・∵．・．

　　　　　　append（LC〈廼e，1で［101］｝WCode）1『1・1・：・i・パ∴．．1．・∴．．1幽1：：．・．

　　　　　　name（咋・：LC・d・）・　　　　・〈・・b口綜’・恒一I

　　　　　　adj（LeX，　Typ，　Jpn）≡古＞1）ul＜；t：1・狂1．が○：・．：ぼ☆割％女性、4格
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　　　adj．attr（．［Wotdil　X］1，ヒ・X，．　indef，：nj．inoM」，．［adj，，・．班碩粥醐呂三・，・1・：．，・　／1”　．：・

　　　　　　natne（Word，　WCOde），　　　・’．・　　　　　　　　「．，・．11・．．

　　　　　　append（LCode，［101，115］・，「WCφde），〆・．；lll，s．『tt，．1・：，’．翻・｝口

　　　　　　LCode￥一［］，　　　　　　　．一’・．「・・．．．．。’㍉．∴｝、一．、・：

　　　　　・．、name（Lex，　LCode），　　　、　．’：’t・・　一．1’τこ∴．，．＝t］1、．ぷ∵，．、　J．．

　　　　　　adj（Lex，　Typ，．　J餌）il；、：・・1．』，．・が，1漬主1）・：二・：：t．・1三．三，≡∴；一％中牲1格

　　　adj．attr（［Word　1　Xユ，　X，　indef，　n，．gep，、［adj　“．・Woird］IJpD）、｝：ヲ蕊室

　　　　　　name（Word，　WCOde），、1．・1、1∵．．・、　　　，、∴，これr・ゴ、，、．．・・，．、、n

　　　　　　append（LCode，［ユ01，110］，WCode），’・．’1」．三〇，；：．㌧」11了，

二　　・．∴∫name（LeX，　LCode），　　　　　　　　　　　　∵ン　、qζ‘三∵！∴口；i三：）二＞

　　　　　　adj（LeおTyp≡∫pn）・い　・　　：，・・．A∴1、惹融｝マ∫1泡］3％虫性2格

　　　adj．attr（［W6rd　1・X］，X，　indef，　n，　dat，．［adj淑O趣淑血夕ll三r榔

　　　　　　name．（Word，　WCode），．、．・∴1，．：．；」，．．1．：．‘［1・．・．ぷll；．三「”：｝、’i・噂O

　　　　　　append（LCodel［101，110］，WCode），1．．、1・、㌻1．t、　」．：．f”：．，，1幽c三，］・、1、・，．、

　　1’　」．1；．・’：name（Lex，　LCode），　　　　・．1．　　ピて5：、三〔．．（三〆：’，、口．○．三）”：：

　　　　　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．　　　　　　　　　　　．．　．．・‘％、中性3格

　　　adj，attr（［W6rd　l　X］エ，畑def，　n，熟k蟻．｛頭蕗Wprd］Jpn）：－

　　　　　　name（Word，．WCode）．，．‘．1．．、・．1・・「・．三：．；1”三『．・．

　　　　　　append（LCOde，1畑1，H5］㌃WCode）．，．．；に：三〇麺．二二畷・’口．．圭．1、．：i

　　　　　　・LC・de・￥一・、［］ゴ．・・．・i．．・∵∵：ぽ：ll・≡畷．．嶽鐙．・，、ご麟c

　　　　　　name（Lex，・LCOde），；，　：　　f’．．　二｝．．・ゴや三冷暴時芸　專・：ぺζ・；二・・｝。己

　　　　　　a（lj’（Lex，　Typ；・Jpn＞．・：∵i1　ri．勾．・・’三詰．1・　’／・．・．．∵．1二．．ゴL・r　lゴ「．〆：；∫㌔｛．％申性4一格

　　・i－　adLattr（［Word｜X］，x、，垣de垣1諏om；．［adj；．W破d］iJPn）ミづ’ll’㌧恒：・’一．

　　　　　　；nameCWord・WCode）’7，一・；1・．．“　’1・，．．．’”1・”1・’・L・・「1　，／’・’二＼：．1：．…：．・㌻

　．・．　、』一．－appen（1（LCOde，［101，110］i’／．WCg4e），二．．．．．lt’／，・1．㍑　；三，．1三：、．．　ttt－、て．∫　　．．二

ぷ∴蓉三｛n鎚6（LeX，・．LCgdの範・ギr・誘き三産鑓惑≒∴露ゴξ・i癒ざ：三忌ま三．lr；篭「ξξ1・：一宗1琴≡醤£

11・・t”　’ t　i－　1：．・：・：1』鋤．（聴x，・．T・ypJ獅n）・llli：・・≒二．・是二、蟻蕊豫亘慾1・霞・蕪r聴％複数工格・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－29・一．　tt■．・　　　　鋼・



adLattr（［Word　1　X］，X，　indef，　pl，　gen，［adj，　Word］，Jpn）1－

　　name（Word，　WCode），

　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　name（Lex，　LCode），

　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．

adj．attr（［Word閤，X，　indef，　pl，　dat，［adj，　Word］，Jpn）：－

　　name（Word，　WCode），

　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　name（Lex，　LCode），

　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．

adj．attr（［Word　1　X］，X，　indef，　pl，　akk，［adj，　Word］，Jpn）：－

　　name（Word，　WCode），

　　append（LCode，［101，110］，WCode），

　　name（Lex，　LCode），

　　adj（Lex，　Typ，　Jpn）．

％複数2格

％複数3格

％複数4格

3．Kongruenzの問題

　以上ドイツ語の形態素規則について多少詳しく検討してきたが，これらの

規則によって解析された変化語形は，その出現に一定の統語的な制限があ

る。いわゆるKongruenz（一致）と呼ぽれる文法現象である。これは本来，

むしろ次回に取り上げることになる構文解析の問題であると言えるが，以上

の形態素規則と密接に関わっている問題でもあり，形態素規則の記述のまと

めとして，ここで取り上げることにする。この現象は，ドイツ語において

は，主語と定動詞（ich　singe，　du　singst＿）および名詞句における冠詞，

形容詞，名詞間（die　alte　Frau，　der　alten　Frau．．．）に見られる。前者の場

合は人称と数の一致であり，後者においては性・数・格の一致である。これ
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らの現象が適切に規則化されないと不適格文を排除できないわけで，解析シ

ステムの根幹に関わる問題とも言える。他の手続き型言語では処理が相当面

倒なものとなるこの現象を，Prologでは，その動作の基本原理であるユニ

フィケーシ・ンの手法で，いとも簡単に解決する。次のプログラムは，次回

で取り上げる構文解析プログラムの抜粋（正置平叙文と名詞句の一部）であ

るが，これによってその動きを確認しておこう。

［正置平叙文の句構造規則］

　s＿dec（A，［］，［s，　TI　l　T2］，［Jl，は，　J2］）：－

　　　append（A1，［V　l　A2］，A），

　　　A1￥＝＝［］，

　　　np（A1，［］，N㎜，　Psn，　Sex，　nom，　Sem，　Tl，　J1），

　　　v（［V］，［］，Typ，　Num，　Psn，＿，＿，＿，＿，＿，⊃，

　　　append（A2，［V］，B），

　　　s－prd（B，［］，Typ，　Num，　Psn，　T2，　J2）．

［名詞句の句構造規則（一部）］

　npO（A，　B，　Num，3，　Sex，　Case，　Sem，［Case，　T1，　T2］，［J1，　J2］）：－

　　　det（A，　X，　Typ，　N㎜，　Sex，　Case，　T1，　J1），　　：”

　　　nominal（X，　B，　Typ，　Num，　Sex，　Case，　Sem，　T2，　J2）．

nominal（A，　B，　Typ，　Num，　Sex，　Case，　Sem，［n，　T1，　T2］，［J1，な，J2］）：－

　　adj－attr（A，　X，　Typ，　Sex，　Case，　T1，J1），

　　noun（X，　B，　Num，　Sex，　Case，　Sem，　T2，　J2）．

　最初の正置平叙文のプログラムは，概略，「正置平叙文は，『1格名詞＋定

動詞＋後続要素』という連鎖であり，この後続要素の後に定動詞を付加した
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もゐが動詞毎と旭霊以降醐葬析プ廿逝ズに弓「ぎ渡される’」どいうものであ

る蕊誹己涜・誕の細蔀6動ぎは次回に譲るとして〆ここで注目ずkき点は、t

4行目’ど5行甘の述語np／9およびv／11・である。ここでは両述語で同一の

変数名が使われている部分がある。n／9の第3引数とv／11の第4引数¢）

N㎜およびri／9の第4引数とv／11　’／の第5引数のPsnがそれである。この

処置によって，変数にマッチする定数が両述語で同じものでなけれぽならな

い，という制限が設けられ，この制限に合わないものは排除されることにな

る。ここでは変数N㎜は数を譲数Psn・は嫌綾おしI　T泣1穴数

と人称の一致が記述されているわけである主例藁ばi6h惹n96・と瀧h’singt

の場合を取り上げると，　　　　　　　ト∴ロメt．・f　1　．’」パh　”・㌧

　　　　　　　　　　　　　：　　　　　；　　’．一〕，・・ftt　　　　　　　　　　t／］．

　　　　np（［ich］，［］，sg，1，　Sex，　nom，Se厄㌔T15　J1）l　t／t・：．　1・：2；tL「

　　　　V（［sing・］，日，i，　sg，1，．，．，．，．，．，．），斑・しV：・煕　＿、

　　　　一／’　…　　　・’s≡、一∴賠嘗，1斑議、ξ｛望’∫∴［」忍撒恒（1、斑パL，、

　　　　np（［ich］，［］，sg，1，　Se又1io血，Si臨；癒猿ず彦）；目ミ巳　望；○（・・∵き巳：t　1］i

　　　・v〈1ぬ姓］；［；｝；i，sk；31－，2二蕩己動！㌧・ttい　元・．ぷ一

　　　　　　　　　　　　　

：’ご＼．，・”t’”プtt’］　，t

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　t、、　　∴託くE・・；　li／，1．1：；，’t

のようになり，前者はNum，　PSnともマッチした定数の値カミ等しくユニフ

ィケニヅ壱ジカ減功し；後者はPsnあ値が異なるためジ決敗する：亡どにな

る。　　　　「　　　　　　　　　　・・”t㌔ゴtt　：’・・㍉

　名詞句の句構造規則は，述語npO／9およびnbmina1／9の二段構えになっ

ているが，まずnpO／9で，名詞句はdet18（冠詞）と非終端記号nominal／8

に分析され，「no㎡i垣／8ぽぎらに㍍哀dj鋼ttr77㌔（付加語形蓉詞）・色冶δ匝／8

に分析される。詳細は省ぐが㌧ぞわそれあ節で尚名の変数］液加；IS欲∫ca遠
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　　　　　　　　　　　　　　〔研究ノート〕ドイツ語の機械解析に向けて（1）（山田）

が各述語に受け渡されている事実を確認していただきたい。、これにより，先

の主語と定動詞の場合と同様，’名詞句内部の各要素の数’t（Nt皿）い性（Sex），

格（Case）の一致が記述されているわけである。『

　〔注〕　　　　　’　．　．　　・　　　1　　　　r”　　　・　　ご’．‘

i）’本稿は，，，　－ngtw　62年度科学研究費補助金奨励研究（A）諌題番号627・工0277「ドイ

　．ッ語の機械解析に向けての予備的研究」の研究成果の一部である。’

2）　坂本義行「実用イピきれた機械翻訳」’（月刊・『言語』1988年1月号，p．60－67）参

　照。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

3）動作環境は，ハードウェア本体PC9801－VX21（日本電気）にRAMボード

　SB－2000（メ．ルa’）「を装着したも’の。ソフトウェアはArity　Prolog　Compiler

　Ve’rL　5：0（ライプボ’一一ト）。　RAMボードはRAMディスクとして使用。これはソ

　ブトウェアが仮想記憶によるデータベース管理をおこなっているため，ある程度以

　上大きなプログラムになると，フロッピーディスク・ベースでは実用的なスピード

　を維持できないことに対する処置である。

4）　’／例えば，高木朗・伊東幸宏「自然言語の処理』（情報処理実用シリニズ10）丸

　善，1987年，参照。　　　　　　　”　　　，『t’t　　　…　“

5）選択制限（selectional　restriction）は，生成変形文法の用語。　Vg1’1℃homsky，

　N．：Aspects　of　the　Theory　of　Syntax．　Cambridge，　Mass．1965．分布（distri・

　bution）は，元来，アメリカ構造主義言語学の概念であるが，東ドイツのHelbig

　たちの手になる『結合価と分布の辞典」シリーズで広く知られている。Vgl．　He1・

　big，　G．／W．　Schenkel：Wδrterbuch　zur　Valenz　und　Distribution　deutsCher　Ver．

ben．　Leipzig　1969．　So㎜e㎡eldt，　K．・E／H．　Schreiber：Wδ柱erbuch　zぼDistri．

bution　deutscher　Adjektive．　Leipzig　1974．　Sommerfeldt，　K．・E．／H．　Schreiber：

　Wδrterbuch　zur　Valenz　und　Distribution　deutscher　SUbStantive．　Leipzig

　1977．

6）Prolog言語の概要については，各ソフトウェア添付のマニュアルの他，現在数

　多くの入門書・解説書が出版されており，それらを参照のこと。

7）Prologでは，英小文字や数字で始まるアトムは定数となる。また変数アトムは

　英大文字で始めなければならない。

8）パターン・マッチングのことを，Prologではとくにユニフィケーションまたは単

　一化と呼ぶ。

9）　この述語append／3は組み込み述語ではない。　Prologでの基本操作に欠かせな

　い述語で，どの参考書でも取り上げられているが，参考までにそのプログラムを以

　下に示す。
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　　　append（［］，X，　X）．

　　　append（［AIX］，Y，［AIZ］）：－append（X，　Y，Z）．

10）二つのリストの差で一つのリストを表わす手法。例えぽ，（［a，blX］，X）という

　　リストの対でリスト［a，b］が表わされる。この方法だと，あるリストを二つ以上

　に分解したい場合，リストの差をポインタとして使えるので，文の構成要素の解析

　の場合のように分解したい位置が不定の場合，上述の述語append／3を使う場合

　に比べて解析の効率が格段によいことが知られている。例えぽ文（s）を名詞句（np）

　と動詞句（vp）に分解する場合，差分リストによる表現では次のようになる。

　　　s（A，B）：－np（A，　X），vp（X，　B）．

　分かりやすく図式化すると，

　　　　リストA

　　　　リストX

　　　　リストB

　　　　　　　　　　K－一一一・一一np－一一一一一一※・一一・t－－vp・・一一一・一＞l

　　　　　　　　　　l＜一・一・…　一・一一・一・・一一一一　S－一一一一・一一…　参…　一・一一＞i

のようになり，各リストの差で構成要素が表現されている様子が理解できよう。

Prologにおける標準的なトップダウン・パーザーであるDCG（限定節文法）はこ

の手法を用いている。
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